




GREETINGS ごあいさつ

　このたび、男子フランス代表チームを埼玉県さいたま市にお迎えし、
「SoftBankカップ 2021 バスケットボール男子日本代表国際強化試合
（埼玉大会）」を開催できますことを、大変うれしく思います。
　また、難しい状況のなか来日いただきました男子フランス代表チーム
の皆様にも、心から感謝いたします。
　今大会は、コロナ禍のなかで強化活動を続ける男子日本代表チーム
にとって、貴重な国際試合の機会です。安心安全な大会とするべく最善
を尽くしますので、ファンの皆様におかれましては、会場で、あるいはイ
ンターネット配信を通じ、ぜひ試合をお楽しみいただき、男子日本代表
チームへのご声援をよろしくお願いいたします。
　結びに、特別協賛をいただきますソフトバンクグループ株式会社様を
はじめとする協賛各社様、また本大会の開催にあたり様々な形でご支援・
ご尽力いただきます皆様方にお礼を申し上げますとともに、今大会の成
功を祈念いたしまして、ごあいさつといたします。

親愛なる友人の皆様へ

　フランス代表がオリンピックに向けて準備を進めている中、埼玉で日
本代表と対戦できることは大きな喜びです。
　フランスは15年前に開催されたFIBAワールドカップでは、さいたま
スーパーアリーナでプレーする機会があり、その大会は5位で終了しま
した。我々のチームは、2年前に中国で開催されたワールドカップでは
彰台に上がることができ、数日後にはさらに良い結果を求めています。
　オリンピック開始の1週間以上前から日本で強化することを我々の代
表スタッフおよび選手は賛同し、この数年間で大きな進化を示している
日本代表との試合はオリンピックに向けて自分たちを試す絶好の機会
であると思っています。 

　それを実現してくれた日本バスケットボール協会の友人に感謝し、皆
様がバスケットボールで素晴らしい夜を過ごせることを願っています。
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We are very pleased to welcome the France Men's National Team 

to Saitama City, Saitama Prefecture, for the “SoftBank Cup 2021 

– Japanese Men's Basketball National Team International Games.”

We would also like to thank the France Men's National Team for 

coming to Japan under these difficult circumstances.

It will be a very precious opportunity for the Japanese Men's National 

Team that has been working on under many COVID-19 restrictions. 

We will do our best to run the event safely in the secure environment 

and we hope all of you will enjoy the games at the venue and via 

the internet. We would truly appreciate your big cheers and support.

In the end, I would like to extend my sincere gratitude to SoftBank 

Group Corp. for the special sponsorship and everyone involved for 

their efforts and understanding to make this event come true.

Dear friends,

 

It is a great pleasure to face the Japanese national team in Saitama as 

the French national team prepares for the Olympic Games.

France had a chance to play in the Saitama Super Arena 15 years ago 

during the FIBA World Cup and finished fifth in that competition. 

Our squad will be looking for an even better result a few days from 

now after enjoying a podium finish two years ago in China during 

the World Cup.

The opportunity to train in Japan more than a week before the start 

of the Olympic Games was welcomed by our staff and players while 

the game against Japan is the perfect way to test ourselves against 

great competition and a team that has shown major improvement 

in recent years.

I'd like to thank our friends from the Japan Basketball Association that 

made it possible and wish everyone a great evening of Basketball.





PICKUP PLAYERS 注目選手紹介

つけようのない選手」
　まさしく、NBAで培われたその経験値を日
本代表に注入してくれることだろう。日本代表
では直前の合流となったために、いかに本番ま
でにチームへフィットできるかが課題となる。
また2年前のワールドカップではNBAプレー
ヤーである八村は執拗なマークにあった。八村
がチームメイトを生かせるかもカギとなる。ベ
ルギー戦とフランス戦でその感覚をつかみたい。
「僕が夢に見ていた舞台でプレーできるのが
とても楽しみです。チームメイト、コーチの皆
さん、そしてスタッフの皆さんと日の丸を背負
い、一生懸命一丸となり、日本中が誇り高く思
えるようなプレーをしたいと思います。皆さん
応援よろしくお願いします」

「日の丸を背負い一生懸命に。そして一丸で」
本のエース八村塁が、いよいよ埼玉で
の国際強化試合から登場する。

　2年目のNBAシーズンは平均 13.8得点、5.5

リバウンドを記録。課題としていた3ポイント
の確率は28.7％→32.8％と上昇。日本人選
手として初めてのプレーオフに出場し、着実に
NBAでのキャリアを積み上げている。これま
で得意としていたミドルレンジのシュートとポ
ストでのパワープレーのほかにも、アウトサイ
ドの安定性も出てきた。
　ラマスHCは八村ついてこのように語る。「ル
イはアスレティック能力が高く、背中を向けた
プレーも、正面を向いたプレーも高いレベルで
こなし、ペネトレーションもできる。すべてに
おいて高い水準で、我々にとって重要で文句の

の2年、馬場雄大にとっては激動の時間
だった。2年前のワールドカップ終了後、

海外へと飛び立つ。NBAダラス・マーベリック
スの一員としてサマーリーグに出場したのち、
マーベリックスと「エキシビット10」契約。その
後、NBAのプレシーズンゲームに出場、ダラス
傘下のGリーグ、テキサス・レジェンズで 1シー
ズンプレー。2020-21シーズンはオーストラ
リアのメルボルン・ユナイテッドと契約を結び、
平均8得点、2.3リバウンドを記録。プレーオフ
でも活躍し、NBL制覇に貢献。Bリーグから飛
び立った選手として、次々に扉を開いている。
　ラマスHCは馬場の飛躍について「この4年
間で大きな成長を遂げた選手。ディフェンスや
スピード、ペネトレート、ピック＆ロール、最近

では3ポイントの精度も向上しており、すべて
の要素を持った選手」と大きな期待を寄せてい
る。とくに、馬場が得意としている豪快なペネ
トレートは、日本の勢いを作り、流れを変える
重要な役割となるだろう。
　馬場と八村の加入で全員が揃い、埼玉でのベ
ルギー戦とフランス戦では本番に向けた腕試
しとなる。武者修行での成果を出すべく、馬場
はこのように抱負を語る。
「代表でプレーするのは2年ぶりになるので、
この2年間で積み重ねてきたものをこの大舞台
で披露できるのをすごく楽しみにしています。
バスケットボールに関わるすべての方の代表と
いう自覚を持って楽しむことを忘れず、結果を
求めて全力でプレーしたいと思います」

写真協力：小永吉陽子

写真協力：小永吉陽子

写真協力：フロムワン／伊藤大允

写真協力：フロムワン／伊藤大允

こ

日

「この2年で積み重ねたものを大舞台で披露」

Rui Hachimura

Yudai Baba

八村 塁

馬場 雄大

多くのファンが八村塁の代表への合流を心待ちにしていた 馬場にはチームを盛り上げるプレーに期待したい

1998年2月8日生まれ／富山県出身／203㎝／SF／明成高校（現仙台大学附
属明成）ではウインターカップ3連覇を達成し、FIBA U17ワールドカップで得
点王を獲得。ゴンザガ大学進学後は語学力をつけて急成長。3年次にはNCAA
トーナメントで8強に貢献、マウイ・インビテーショナルでMVP獲得、ジュリア
ス・アービング賞を受賞するなど、全米大学ナンバーワンSFへと名乗りをあげた。
2019年ワシントン・ウィザーズに9位で指名され、NBA2年目は日本人選手と
して初となるプレーオフでのプレーを果たした。

1995年 1 1月7日生まれ／富山県出身／ 198㎝／SF／富山第一高時代にアスレ
ティックな能力で頭角を現し、U16、U18代表としてその年代のアジア選手権
に出場。同校卒業後進学した筑波大学ではチームをインカレ3連覇に導き、卒業
を待たずしてアルバルク東京に入団。A東京ではBリーグ連覇の中心選手となり、
2018-19シーズンにチャンピオンシップMVPに輝く。この後、NBAサマーリー
グ、Gリーグでプレー。2020-21シーズンはオーストラリアのメルボルン・ユナ
イテッドに入団し、チームの優勝に貢献した。

※プレー写真は「バスケットボール日本代表国際試合　International Basketball Games 2019」から





INTERVIEW プレーヤーズインタビュー

沖縄ではヨーロッパ3チームと対戦。ここで得た
手応えや課題は？
張本―手応えよりも課題がたくさん見つかった
３試合でした。試合をやっていくうちにヨーロッパ
のフィジカルなところと、リバウンドに対しての執
着心など、日本が昔から弱点と言われているリバ
ウンドの課題がハッキリ見えたので、個人としても、
もっともっと体を張ってやらなきゃいけないなと
感じました。まだ（渡邊）雄太が合流したばかりで
システムにも慣れてないところもあるので、スペー
シング作りをやっていけたらと思います。
2年前のFIBAワールドカップではメンバー入り
できませんでしたが、今回の選考では積極的な姿
でアピールできたのでは？
張本―ワールドカップのメンバーを外されてす
ごく悔しくて、「絶対にオリンピックメンバーに入っ
てやる！」という気持ちはあったのですが、まずは

6月以降全9試合に出場して手応え
メンバーに入ることが第一目標でありながらも、自
分がもっと成長できる部分があるんじゃないかと
いう思いで練習に取り組んできました。その中で、
特にディフェンスとフィジカル面が海外チームに
どこまで通用するのかを試してみたかったのです。
198cmのサイズでディフェンスができることと、
3ポイントシュートの確率の良さはアピールポイ
ントでした。
張本―フィリピンでのFIBAアジアカップ予選
から沖縄の強化試合まで、9試合全部に出場したの
は僕だけなので、自信につながりました。ディフェ
ンスとフィジカル面では中国やイラン戦で手応え
があって自分なりにアピールできましたし、その部
分でラマスHCに買われたのだと思います。ラマス
HCからは「合宿に入ってからいいコンディション
でプレーできている」と言われて、試合にいっぱい
出させてもらったのが良かったですね。3ポイント
に関してはワールドカップメンバーに残れなかっ
たあとからずっと取り組んでいて、シーズン中から
いい調子を維持できたのが良かったと思います。

ラマスHCに求められていることは？
張本―やはりフィジカルの部分で強く攻めるこ
とですね。３、４番両方のポジションができる選手
はあまりいないので、雄太や（八村）塁がファウル
トラブルになった時に、相手の主力を守るディフェ
ンダーという立ち位置だと思っています。
埼玉でのベルギー、フランス戦でチャレンジした
いことは？

張本―最近はシュートに対してのこだわりが強
かったので、もうちょっとドライブをして、リバウ
ンドにも絡みたいです。ドライブとリバウンドが強
豪チーム相手にどこまで通用するのかを試したい
ですね。数字の部分で結果を出したいので、そこ
を意識していきます。
ファンへのメッセージをお願いします。
張本―埼玉で戦うメンバーがオリンピックに出
るメンバーなので、今まで戦ってきた仲間の分を
しっかり背負い、ファンの人たちの思いを胸に命じ
て日本らしいプレーをします。埼玉の2戦でしっか
り成長して、オリンピックを迎えたいです。
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ディフェンスの意識は強いと張本は語る

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

3、4番の両ポジションでアピール

Tenketsu
Harimoto
張本 天傑 （名古屋ダイヤモンドドルフィンズ）

ワールドカップ落選からの成長

3Pとディフェンスで
猛アピール

張本 天傑
1992年 1月8日、愛知県出身
中部大学第一高校進学後頭角を現し同期の宇都直輝とともに全国大会
に出場、3年次インターハイ、ウインターカップでベスト16入に貢献し
た。同校卒業後、青山学院大学に進むと、全日本大学選手権、関東大
学選手権、関東大学リーグ戦と主要タイトルをすべて獲得。4年次には
関東大学選手権でMVPを受賞している。卒業後、トヨタ自動車アルバ
ルク東京（現アルバルク東京）に入団。その後、地元の名古屋ダイヤモ
ンドドルフィンズに移籍。日本代表には青山学院大学在籍時から候補と
して合宿に参加。今回東京2020オリンピック内定選手に選ばれた。





INTERVIEW プレーヤーズインタビュー

Avi Koki 
Schafer

FIBAアジアカップ予選、イランとの強化試合を
経て、1 2人のメンバーに選ばれる自信はありまし
たか？ 
シェーファー―昨シーズン、Bリーグで結果を
残せたので自分が成長している自信はありました
し、アジアカップ予選やイラン戦での起用法を見
ても「残れるかな」という感触もありました。ただ
同時に、圧倒的なプレーをしていたわけではない
ので、最後まで争っていたセンター陣から確実に
勝ち取ったという印象はなかったです。
竹内譲次、公輔選手というベテラン陣とインサイ
ドの枠を争ってきた手応えは？
シェーファー―あれだけ長く日本を背負ってき
て、結果も実力においても手強い2人だったので、
最後まで完全に自信があったわけではないです。
あの2人を相手に勝ち取ることは大変なことでし
た。
ラマスHCからの要求されていることは？

竹内兄弟と争ってメンバー入り
シェーファー―アグレッシブに何でもやるとい
うことです。派手なことを求められているわけで
はないので、スペースをうまく取ることや、バラン
スを取ることを意識しています。一番期待されて
いるのはリバウンドや外国人選手に当たり負けし
ないプレーだと思うので、そこを大事にしています。

沖縄の3戦で先発を任された手応えは？
シェーファー―３試合ともスタートで出しても
らって、ベルギー戦ではチームトップの31分も出
たので自信にもつながりました。ただ、1、2戦目は
それなりにリバウンドを取れましたが、もったいな
いミスがあったので直さなくてはなりません。3戦
目のフィンランド戦ではリバウンドでもやられて
いたので、まだまだです。
ヨーロッパ勢のフィジカルの強さはアジア勢とは
違いましたか？
シェーファー―ボールへの執着心やアグレッシ
ブさはかなり違いました。オリンピック前にヨー
ロッパとの戦いを経験できたのは良かったです。
埼玉の試合からシェーファー選手の同期でインサ
イドも兼ねる八村塁選手が合流します。八村選手
の合流でどのような変化があると思いますか？
シェーファー―塁の存在はすごく大きいですし、
チーム状況もかなり変わると思います。僕自身、「イ
ンサイドのポジションは渡さないぞ」と言えたらい
いんですけど、彼がプレーしやすいようにサポート
するつもりです。練習でマッチアップするときは
ガツガツやって、負けない気持ちでやります。

埼玉での2試合でチャレンジしたいことは？
シェーファー―塁と（馬場）雄大さんが加わっ
てオリンピックメンバーになるので、その中で自分
がどれだけできるのかを確かめたいです。沖縄で
の3試合はかなり自分のミスがあったので、そのミ
スを修正して、チームにもっとフィットできるよう
に調整していきたいです。
埼玉でのベルギー戦とフランス戦で楽しみにして
いるマッチアップは？
シェーファー―それはもちろん、フランスのル
ディ・ゴベア選手ですね。NBAで圧倒的なセンター
ですし、サイズも世界レベルなので、世界最高峰の
ビックマンを相手にチャレンジしたいです。
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Bリーグで結果を残し、成長を感じていた

シェーファー アヴィ 幸樹 （シーホース三河）

若きインサイドプレーヤーの誕生

アグレッシブさと
リバウンドで奮闘

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

ルディ・ゴベアとマッチアップしたい

シェーファー アヴィ 幸樹
1998年 1月28日、兵庫県出身
高校 1年次にセント・メリーズ・インターナショナルスクールへ転入し、
高校2年生からバスケットボールを本格的に始める。競技を始めてわず
か 1年でU18トップエンデバーに招集されると、2016年のFIBAアジ
アU18選手権や2017年FIBA U19ワールドカップに出場。その後代
表チームにも選出され、2019年に中国で行われたFIBAワールドカッ
プで出場を果たした。B.LEAGUE 2020-21シーズンからシーホース
三河でプレー。このシーズンは全試合に先発出場を果たし、チームの
主力として奮闘した。





INTERVIEW プレーヤーズインタビュー

Hugh
Watanabe

FIBAアジアカップ予選、イラン戦、沖縄でのヨー
ロッパ勢との強化試合を終えてここまでの手応え
は？
渡邉―ケガやコロナの影響によって 1年半以上
プレーができていない状況だったので、右手のケ
ガを乗り越えてここまで来たことは、自分にとって
大きなことでした。たとえ今は与えられるプレー
タイムが5分だろうと10分だろうと、自分にとって
はとても有意義な時間です。ここまでの試合を振
り返ると、オリンピックで戦うスペインやアルゼン
チン、スロベニアと戦う準備ができていると思いま
す。
ラマスHCから求められていることは？
渡邉―一番に言えるのはエナジーです。そして
２番目も、またエナジーだと感じます。自分はとに
かく一生懸命に走って、ハードにプレーすること。
スコアを託されている選手ではないので、自分の
役割であるリバウンドやディフェンスにフォーカ

求められているのはエナジー
スしてやっていく必要があると思います。
エナジーを評価されたから1 2人に選ばれたと思
いますか？
渡邉―その質問に対する答えはラマスHCに聞
いてみないと分からないですが、一番の理由は、こ
のプロセスで絶対に諦めず、プレーをやめなかっ
たこと。メンタル面の部分で絶対に諦めなかった
部分が一番評価されたのだと思います。1 2名の 1

人に選ばれたことに興奮していますし、とても名誉
なことなのでうれしいです。ここまで努力を積み
重ねてきて、特にケガを乗り越えたことが自分に
とっては大きかったです。

インサイド陣が若返りました。同世代の八村選手、
シェーファー選手とともに「僕らが日本のインサ
イドを引っ張っていく」という決意はありますか？
渡邉―そうなれば素晴らしいと思いますが、こ
こまで竹内兄弟という存在がありました。あの２
人が日本代表に貢献してくれたものは計り知れな
いものがあるので、僕は雄太（渡邊）と塁（八村）が
コートに立てないときやチームにいないときに引っ
張っていきたいです。そして、アヴィ（シェファー）
とはお互いに励まし合っていますし、よく比べられ
る存在なので、これから彼と同じタイミングでコー
トに立てる日が待ち遠しいです。
八村選手と一緒にプレーするのは初めてですが、
楽しみですか？
渡邉―まずは個人的な欲望を言うと、塁と練習
で対戦することによって、自分がもっといいプレー

ヤーになって上達すると思うので、そこにワクワク
しています。試合に関しては、塁と雄太は世界中の
どこのチームとも戦える自信をチームにもたらし
てくれるので、心強い存在です。
埼玉でのベルギー、フランス戦ではどのようなチャ
レンジをしたいですか？ 
渡邉―まず、ベルギー戦は沖縄でのリマッチに
なるので、次はより相手のピッグマンに対してフィ
ジカルなプレーを心がけたいと思います。フラン
スに関しては、緊張をしたり、相手を恐れないこ
とが大事。その次にルディ・ゴベア選手、エバン・
フォーニエ選手を筆頭にNBA選手がたくさんい
るので、自分らしくエナジー全開で行きたいです。
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渡邉 飛勇 （琉球ゴールデンキングス）

急成長中の若手センター

エナジー全開で
ハードワークを

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

写真協力：フロムワン／加藤誠夫

同世代インサイドから受ける刺激

エナジーを持ってプレーすることを心がけている

渡邉 飛勇
1998年 12月23日、アメリカ出身
アメリカ・ハワイ生まれで、高校2年生まではバレーボールをメインに活
動していた。高校卒業後、NCAAディビジョンⅠ所属のポートランド大
学に進み、バスケットボールに専念。2018年には男子日本代表チーム
に招集されるまで成長した。大学卒業後はカリフォルニア大学デービス
校大学院に進むも、2021年琉球ゴールデンキングスとの契約を発表。
身長207cmのサイズを持ちながら、バレーボールで鍛えたジャンプ力
や持ち前の運動能力を生かしたランニングプレーで、代表チームにアク
セントを加える存在となっている。





　流れが劇的に変わったのは201 8年6月。日本
に帰化したファジーカス ニックと、ゴンザガ大学
の主力へと躍進した八村塁が日本代表に加入し
たことでチーム力は大幅に向上する。一次予選
Window3では、ホームの大観衆の前で格上の
オーストラリアに79-78で勝利する大金星をあげ
ると、続くアウェーではチャイニーズ・タイペイを
40点差で圧倒。崖っぷちを脱して二次予選に進
出した。
　二次予選のWindow5では八村に加えて当時メ
ンフィス・グリズリーズと2ウェイ契約を結んでい
た渡邊雄太も加勢。アジアの強豪イランと曲者カ
ザフスタンに連勝して波に乗り、以後は国内組の
戦力で勝ち星を重ね、4連敗からの8連勝でオース
トラリアに次ぐグループ2位で出場権を獲得した。
　日本がFIBAワールドカップに出場するのは、自
国開催となった2006年以来 1 3年ぶりであり、自
力で切符をつかんだのは 1 998年大会以来、実に
21年ぶりのことだった。
　また、201 9年6月には日本バスケットボール界
にとって歴史的な日が訪れる。ジュリアス・アービ
ング賞（NCAA年間最優秀スモールフォワード賞）
を受賞するまでに成長した八村塁がNBAドラフト
一巡目9位でワシントン・ウィザーズから指名され

る快挙を成し遂げたのだ。
　次々に歴史の扉を開けている日本は、201 9年
夏、渡邊雄太と八村塁という2人のNBAプレー
ヤーを擁して「ヨーロッパ勢から1勝」（ラマスHC）
を目標に 1 3年ぶりとなる世界の舞台に挑む。し
かし、グループラウンドではヨーロッパの強豪ト
ルコとチェコに敗れ、FIBAランキング 1位のアメ
リカの前に完敗を喫して3連敗。順位決定戦でも
ニュージーランドとモンテネグロに敗れ、5戦全敗
で大会を終えた。
　だが、世界への挑戦はここからが始まりなので
ある。「ワールドカップで得たのは経験」とラマス
HCが言うように、201 7年から積み上げてきた土
台をステップにして羽ばたくのはこれからなのだ。
　2021年には渡邊雄太がトロント・ラプターズ
と本契約を結び、八村塁は日本人初となるNBAプ
レーオフでのプレーを果たす。馬場雄大はオース
トラリアリーグでファイナルを経験するなど海外
組が大きく飛躍した。
　国内組に目を向ければ、Bリーグでは群雄割拠
の中で切磋琢磨を続けた。コロナ禍で代表活動が
できない状況でも選手たちは個々を磨き、前進し
続けているのだ。2021年夏、男子代表は45年ぶ
りとなるオリンピックの舞台に挑む。

COLUMN 歴史の扉を次々に開けたラマスJAPAN激動の4年間

マス フリオヘッドコーチ（以下HC）が就任
した201 7年から男子バスケットボールは

激動の時代を歩んでいる。そして今、自国開催の
オリンピックで勝負のときを迎えようとしている。
　激動の始まりは『FIBAワールドカップ2019』の
出場権をかけた戦いからだった。当時日本には東
京2020オリンピックの開催地枠が付与されてお
らず、男子はその出場権を得ることが条件とされ、
代表チームの成長もFIBAから審査されていた。
　2017年 1 1月から始まったFIBAワールドカップ 

アジア地区一次予選では、フィリピンとオースト
ラリア戦の連敗に始まり、201 8年2月にはチャイ
ニーズ・タイペイとフィリピンに惜敗。4連敗の崖っ
ぷちに立たされた。のちに、ラマスHCは選手の特
徴や日本の文化を知ることに時間を費やしたこと
を明かしているが、同時に選手たちもラマスHCが
指導する世界基準のシステムを覚えることに懸命
だった。この時期に試行錯誤したことで、チームは
一つになっていく。

男子日本代表
予選ラウンド（グループC）

7月 26日 （月） 21：00 vs.スペイン

7月 29日 （木） 13：40 vs.スロベニア

8月 1日 （日） 13：40 vs.アルゼンチン
決勝ラウンド

8月 3日 （火）　準々決勝

8月 5日 （木） 準決勝

8月 7日 （土） 決勝・3位決定戦／表彰式

女子日本代表
予選ラウンド（グループB）

7月 27日 （火） 10：00 vs.フランス

7月 30日 （金） 13：40 vs.アメリカ

8月 2日 （月） 10：00 vs.ナイジェリア
決勝ラウンド

8月 4日 （水） 準々決勝

8月 6日 （金） 準決勝

8月 7日 （土） 3位決定戦

8月 8日 （日） 決勝／表彰式

ラ

SCHEDULE 東京2020オリンピック 男女日本代表日程

FIBA WORLD RANKING
順位 国名 ゾーン順位 ポイント
1 アメリカ 1 781.8 

2 スペイン 1 721.3 

3 オーストラリア 1 667.0 

4 アルゼンチン 2 662.4 

5 セルビア 2 662.0 

6 ギリシャ 3 658.4 

7 フランス 4 656.0 

8 リトアニア 5 634.6 

9 ロシア 6 613.3 

10 イタリア 7 596.4 

11 ブラジル 3 591.6 

12 チェコ 8 585.4 

13 ポーランド 9 573.7 

14 クロアチア 10 546.7 

15 トルコ 11 531.9 

23 イラン 2 432.1 

25 ニュージーランド 3 421.8 

29 中国 4 363.7 

30 韓国 5 341.1 

31 フィリピン 6 340.8 

40 ヨルダン 7 273.0 

42 日本 8 260.6 

@FIBAAsiaCup

6月18日からフィリピンで行われたFIBAアジアカップ 予選フィリピン大会に臨んだ男子日本代表

※ゾーン：アメリカ■　ヨーロッパ■　アジア・オセアニア■　

2021年3月2日現在
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JAPAN 男子日本代表（AKATSUKI FIVE）
ロスター 

（2021年7月13日時点）

FIBAランク

42位

W杯出場 五輪出場

5回 6回

PG

2

富樫 勇樹（Yuki TOGASHI）
生年月日：1993年7月30日

身長：167cm
所属：千葉ジェッツ

SG

14

金丸 晃輔（Kosuke KANAMARU）
生年月日：1989年3月8日

身長：192cm
所属：島根スサノオマジック

PF

34

渡邉 飛勇（Hugh WATANABE）
生年月日：1998年 12月23日

身長：207cm
所属：琉球ゴールデンキングス

PG

9

ベンドラメ 礼生（Leo VENDRAME）
生年月日：1993年 1 1月14日

身長：186cm
所属：サンロッカーズ渋谷

PG

24

田中 大貴（Daiki TANAKA）
生年月日：1991年9月3日

身長：192cm
所属：アルバルク東京

SG

6

比江島 慎（Makoto HIEJIMA）
生年月日：1990年8月1 1日

身長：191cm
所属：宇都宮ブレックス

SF

8

八村 塁（Rui HACHIMURA）
生年月日：1998年2月8日

身長：203cm
所属：ワシントンウィザーズ

SF

18

馬場 雄大（Yudai BABA）
生年月日：1995年 1 1月7日

身長：198cm
所属：メルボルンユナイテッド

PF

23

エドワーズ ギャビン（Gavin EDWARDS）
生年月日：1988年 1月15日

身長：206cm
所属：千葉ジェッツ

SF

88

張本 天傑（Tenketsu HARIMOTO）
生年月日：1992年 1月8日

身長：198cm
所属：名古屋ダイヤモンドドルフィンズ

SF

12

渡邊 雄太（Yuta WATANABE）
生年月日：1994年 10月13日

身長：206cm
所属：トロントラプターズ

C

32

シェーファー アヴィ 幸樹（Avi Koki SCHAFER）
生年月日：1998年 1月28日

身長：206cm
所属：シーホース三河

アシスタントコーチ
マンドーレ エルマン（Herman MANDOLE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

チームリーダー
東野 智弥（Tomoya HIGASHINO）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートコーチ兼通訳
前田 顕蔵（Kenzo MAEDA）
秋田ノーザンハピネッツ

サポートコーチ兼通訳
勝久 ジェフリー（Geoffrey KATSUHISA）
川崎ブレイブサンダース

スキルコーチ
大村 将基（Shoki OMURA）
千葉ジェッツ

ストレングス&コンディショニングコーチ
阿部 勝彦（Katsuhiko ABE）
公益財団法人日本バスケットボール協会

アスレチックトレーナー
一柳 武男（Takeo ICHIYANAGI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

通訳
石橋 潤（Jun ISHIBASHI）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートアスレチックトレーナー
古澤 美香（Mika FURUSAWA）
株式会社リニアート

チームドクター
金 勝乾（Sung Gon KIM）
順天堂大学附属練馬病院

テクニカルスタッフ
冨山 晋司（Shinji TOMIYAMA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

サポートスタッフ
鈴木 良和（Yoshikazu SUZUKI）
株式会社ERUTLUC

チームマネージャー
西村 拓也（Takuya NISHIMURA）
公益財団法人日本バスケットボール協会

HEAD COACH

STAFF

ラマス フリオ（Julio LAMAS）
生年月日：1964年6月9日

©NIKE/JBA





FRANCE 男子フランス代表
ロスター 

（2021年7月13日時点）

FIBAランク

7位

W杯出場 五輪出場

8回 9回

G

1

Frank NTILIKINA
生年月日：1998年7月28日

身長：198cm
所属：New York Knicks（USA）

SG/SF

10

Evan FOURNIER
生年月日：1992年 10月29日

身長：199cm
所属：Boston Celtics（USA）

PF/C

28
SG

30

Petr CORNELIE
生年月日：1995年7月26日

身長：21 1cm
所属：Elan Béarnais Pau Lacq Orthez

Isaïa CORDINIER
生年月日：1996年 1 1月28日

身長：191cm
所属：Nanterre

F

5

Nicolas BATUM
生年月日：1988年 12月14日

身長：203cm
所属：Los Angeles Clippers（USA）

PG

21

Andrew ALBICY
生年月日：1990年3月21日

身長：178cm
所属：CB Gran Canaria（SPA）

SF/SG

3

Timothé LUWAWU-CABARROT
生年月日：1995年5月9日

身長：198cm
所属：Brooklyn Nets（USA）

PG

4

Thomas HEURTEL
生年月日：1989年4月10日

身長：188cm
所属：Real Madrid（SPA）

G

12

Nando DE COLO
生年月日：1987年6月23日

身長：196cm
所属：Fenerbahçe Istanbul（TUR）

C

17

Vincent POIRIER
生年月日：1993年 10月17日

身長：213cm
所属：Real Madrid（SPA）

C

93

Moustapha FALL
生年月日：1992年2月23日

身長：216cm
所属：Olympiacos（GRE）

PF

7

Guerschon YABUSELE
生年月日：1995年 12月17日

身長：201cm
所属：Real Madrid（SPA）

C

27

Rudy GOBERT
生年月日：1992年6月26日

身長：216cm
所属：Utah Jazz（USA）

STAFF EXECUTIVE DIRECTOR
Alain CONTENSOUX

PHYSICAL TRAINER
Frank KUHN

OSTEOPATH
Benoit MAHIEU

EQUIPMENT MANAGER
Théo GALLOIS

PRESS OFFICER
Fabrice CANET

COMMUNICATION OFFICER
Julien GUERINEAU

GENERAL MANAGER
Boris DIAW

VIDEO ASSISTANT
Bryan GEORGE

SPORTS DIRECTOR
Yann BARBITCH

DOCTOR
Serge PETUYA

PHYSIOTHERAPIST
Serge KRAKOWIAK
Nicolas BARTH

ASSISTANT COACH
Ruddy NELHOMME
Pascal DONNADIEU
Laurent FOIREST

HEAD COACH

Vincent COLLET
生年月日：1963年6月6日














